
これまでの研究 中野 弘夢

研究背景

我々はトリプレットW代数と呼ばれる頂点作用素代数の族の加群の圏の構造を研
究してきた. 特にFeigin, Gainutdinov, Semikhatov, Tipunin [1]により定義された
トリプレットW代数Wp+,p−とAdamovićとMilasにより定義されたスーパートリ
プレットW代数SW(m)[2]の加群の圏の構造を研究している. トリプレットW代
数は C2余有限性を満たす非有理的な頂点作用素代数の数少ない例になっている.
一般に, 有理的な頂点作用素代数の場合は加群の圏が半単純となるが, 非有理的な
頂点作用素代数の場合は頂点作用素代数の加群がなすアーベル圏は半単純になら
ずに, 対数的加群が現れる. ここで対数的加群とは, Virasoro代数のゼロモードL0

の広義固有値分解を許した直既約加群のことである. さらにC2余有限性を満たす
場合, 単純加群の個数は有限個になり, 加群の圏にはHuang, Lepowsky, Zhang [3]
によって構成されたブレイド圏の構造が入る. このようにトリプレットW代数は,
C2余有限性を満たすため, 非有理的な頂点作用素代数達の中でも良い性質を持つ
が, トリプレットW代数Wp+,p−に関しては対数的加群の構造や対数的加群同士の
テンソル積の構造などの具体的な側面は未だに完全に理解されていない.

研究結果

トリプレットW代数Wp+,p− と SW(m)についてのこれまでの研究結果について
説明する.

Wp+,p−に関する結果は大きく以下の二つに分けられる.

(1) 極小単純加群以外の単純Wp+,p−加群の射影被覆の構造を決定した. ここで極
小単純加群とはVirasoroの単純加群でもあるWp+,p−単純加群のことである.
これらの対数的加群の構造は (p+, p−) = (2, 3)の場合にGaberdiel, Runkel,
Wood [4]により予想されていた.

(2) Rasmussen [5]やGaberdiel, Runkel, Wood [4]により予想されていた非半単
純なフュージョン則に証明を与え, 非半単純なフュージョン環の構造を決定
した. ここで非半単純なフュージョン環とは適当な直既約加群達の集合に定
まる可換環のことを言う. このフュージョン環を適当に特殊化することによ
り二つのWp+とWp−の非半単純なフュージョン環が得られる.

スーパートリプレットW代数 SW(m)に関しては加群のアーベル圏の構造とブレ
イド圏の構造を完全に決定することができた. SW(m)の非半単純なフュージョン
環がトリプレット代数W2m+1の非半単純なフュージョン環 [6]から変数の特殊化
により得られることを示した. AdamovićとMilasは単純 SW(m)加群の指標が単
純W2m+1加群の指標で表し, 二つの頂点作用素代数 SW(m)とW2m+1の間に深い
関係があると推測した. 我々の結果は彼らの予想をより強い形で裏付けるものと
なっている.
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